
日

、

市

議

会

閉

会

本

20

会

議

が

開

か

れ

、

水

道

料

金

・

地

下

鉄

運

賃

な

ど

、

消

費

税

増

税

転

嫁

値

上

げ

を

は

じ

め

、

い

っ

そ

う

の

市

民

負

担

押

し

付

け

、

国

保

料

・

介

護

保

険

料

な

ど

高

止

ま

り

の

来

年

度

京

都

市

予

算

案

が

、

自

民

・

公

明

・

国

民

・

京

都

な

ど

各

党

の

賛

成

多

数

で

可

決

、

成
立
し
ま
し
た
。

ま

た

政

府

に

対

し

、

京

都

市

議

会

と

し

て

の

要

望

実
現
を
求
め
る
「
意
見
書
」

に

つ

い

て

、

井

上

け

ん

じ

議

員

が

「

国

保

料

引

き

下

げ
を
求
め
る
意
見
書
案
▼
」

を

提

案

し

ま

し

た

。

残

念

な

が

ら

他

党

の

反

対

で

否

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま

た

同

僚

議

員

が

「

介

護

保

険

料

全

体

の

引

き

下

げ

を

求

め

る

意

見

書

案

」

を

提

案

。

し

か

し

こ

れ

も

他

党

が

否

決

し

ま

し

た

。

な

お

こ

れ

と

は

別

に

、

保

険

料

一

～

三

段

階

の

引

き

下

げ

は

実

現

し

て

い

ま

す
（
３
月

日
号
参
照
）
。
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※

※

▼

国

保

料

の

井

上

議

員

の

提
案
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

国

保

は

、

被

保

険

者

の

所

得

が

低

い

の

に

、

保

険

料

は

高

い

と

い

う

構

造

的

矛

盾

を

抱

え

て

い

る

。

京

都

市

で

は

、

被

保

険

者

の

う

ち

、

所

得

割

基

礎

額

二

百

万

円

以

下

が

％

。

保

90

険

料

は

、

所

得

の

１

割

を

超

え

、

家

族

が

増

え

れ

ば

更

に

高

く

な

っ

て

い

く

。

国

保

料

が

高

い

の

は

、

事

業

主

負

担

が

な

く

、

所

得

に

無

関

係

の

均

等

割

・

世

帯

割

も

か

か

っ

て

く

る

こ

と

。

均

等

割

は

少

子

化

対

策

に

も

逆

行

。

均

等

割

・

世

帯

割

を

な

く

せ

ば

、

ざ

っ

と

半

額

、

協

会

け

ん

ぽ

の

保

険

料

水

準

へ

の

値

下

げ

が

実

現

。

全

国

市

長

会

は

、
「

子

育

て

世

帯

支

援

に

向

け

、

子

ど

も

の

均

等

割

保

険

料

軽

減

を

」

と

国

に

要

求

。

知

事

会

も

、

「

国

は

…

被

保

険

者

の

負

担

が

限

界

に

近

づ

い

て

い

る

こ

と

を

認

識

し

…

国

負

担

を

増

や

す

べ

き

」

と

要

望

。

知

事

会

役

員

は

、

１

兆

円

の

国

費

投

入

で

均

等

割

・

世

帯

割

を

な

く

す

こ

と

が

で

き

る

と

強

調

さ

れ

て
い
る
。

政

府

は

、

一

般

会

計

か

ら

の

繰

入

は

廃

止

を

め

ざ

す
（
保
険
料
が
高
く
な
る
）

と

言

っ

て

い

る

。

本

市

も

民
泊
い
ら
な
い
署
名
提
出

陶

化

学

区

の

A

町

内

会

が

「

町

内

に

民

泊

は

い

ら

な

い

」

と

の

署

名

を

市

に

届

け

ら

れ

ま

し

た

。

写

真

＝

民

泊

担

当

課

の

入

っ

て

い
る
ビ
ル
に
て
。
３
／

。
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「

現

在

の

保

険

料

水

準

を

続

け

ら

れ

な

い

」

と

、

保

険

料

の

一

層

の

値

上

げ

を

示

唆

し

て

い

る

。

高

い

保

険

料

を

押

し

付

け

、

払

え

な

い

人

に

は

差

し

押

さ

え

強

化

、

保

険

証

取

り

上

げ

な
ど
の
方
向
を
強
め
る
か
、

そ

れ

と

も

、

政

府

に

抜

本

的

な

国

費

投

入

を

求

め

市

民

の

命

を

守

る

の

か

、

が

問

わ

れ

て

い

る

。

大

企

業

と

富

裕

層

へ

の

行

き

過

ぎ

た

減

税

を

や

め

、

以

前

の

税

率

に

戻

し

て

応

分

の

負

担

を

求

め

れ

ば

、

財

源

は

可

能

。

全

国

の

自

治

体

と

自

治

体

議

会

が

力

を

合

わ

せ

、

声

を

挙

げ

る

べ

き

。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです
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市会議員団ホームページ http://cpgkyoto.jp/ E-mail info@cpgkyoto.jp ２０１９年３月 31 日号

意見書に対する各党の態度
意見書 共 自 公 国 京 維 無所属

産 民 明 民 都 新 立 他４人

国保料引下げ 〇 × × × × × × ××××

介護保険料引下げ 〇 × × × × × × ××××

保育無償化 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇〇

核兵器禁止条約 〇 × × 〇 × × 〇 〇×××

※「国民」とは、「国民みらい」という会派（議会の

中でのグループのこと）で、メンバー５人は、所属

政党は国民民主党。無所属のうちの「立」は、会派

としては無所属だが、所属政党は立憲民主党の議員。

※意見書とは、自治体の議会から、政府などに、議

会の意思（可決したこと）を伝えること。

※先週号の主な条例案に対する各会派の賛否を紹介

した○×表のうち、表右上の「無３人」は「無４人」

の間違いでした。お詫びして訂正します。

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

均
等
割
・
世
帯
割
廃
止
へ
向
け
国
へ
の
意
見
書
案
を
提
案

自
民
・
公
明
・
国
民
・
京
都
党
な
ど
が
背
を
向
け
否
決

来週4月７日

付は、この井

上 け ん じ 議

会 報 告 ニ ュ

ースはお休

み さ せ て 頂

きます。

こくた衆院議員と街頭議会報告。前
日の市会本会議の様子を紹介(3/21)


